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・さんび：さんびか 15番	 いざうたえ（下を参照）	 奏楽：五十嵐美代枝姉妹	
	
・おいのり（今日も生かされていることを感謝し、主の守りと導きを祈ろう。）	
	
・せいしょ	 ルカによるふくいんしょ２しょう１−７せつ（p.	102）	
	
・おはなし「わたしたちの王（おう）」	 	 	 	 スパーリンク宣教師	
	
	 みなさん、こんにちは！今日は

「わたしたちの王」についてお話し

します。「王」とか「王様」と聞く

と、どんなイメージがあるかな？国

の支配者だとか王座に座って国民の

プレゼントをもらいながら、争いに

ついて解決を命じるお方ですね。わ

たしたちの知っているそれぞれの国

の支配者がいますよね。私の出身の

国アメリカには大統領が来ます。ロ

シアや北朝鮮、あるいは中国には総

書記が一番偉い方です。日本の場合

は？そう！総理大臣が国の一番偉い

指導者ですね。ある国には族長があ

り、イスラムの国にはイマムがいて、

また将軍がいるかもしれません。	
	 イエス様がお生まれになった時の

一番偉い支配者はどういうものだったかというと、ルカによる福音書によると、

「皇帝アウグスト」だったとあります。絶対的な権力があり、当時ほとんど全世

界を治めています。さあ、その聖書の箇所を読んでみましょう。ルカによる福音

書２章１節〜７節です。（ここで聖書を朗読します。）アウグスト皇帝が住民登

録を命じると、早速支配下にある人たちは皆動き出してその命令に従います。ヨ

セフさんとマリヤさんも長い旅をして、ガリラヤのナザレからヨセフさんの出身

地のユダ地方にあるベツレヘムに旅出します。マリヤのお腹に胎児の赤ちゃんが

いるので、大変は旅だったでしょうし、宿屋はどこも満員で、泊まる場所があり

ません。馬小屋に泊まってもいいよと言われ、仕方ないから、そこに行きます。	



	 ところで、ルカは一つの大切なことを教えてくれます。それは、「ヨセフもダ

ビデの家に属し、その血筋であった」ということです。ダビデといえば、有名な

ダビデ王のことを思い出します。神様は昔このダビデ王に、全世界を永久に支配

してくださる救い主、主のお立てくださる王様がその子孫から生まれることを約

束してくださいました。そして、今、この馬小屋で生まれ、飼い葉桶（かいばお

け）に寝ておられるのがそれだと天使たちがあらかじめ告げてくださいましたね。	
	 なあに？支配権を与えられる王様は馬小屋に？飼い葉桶に？そうです！極めて

低い身分のような状況です。それは誰にでも近づくことができるわたしたちの王、

イエス様です！	
	 皇帝アウグストはローマ帝国で一番偉い方で、皆が自分を礼拝すべき神様だと

主張しました。従わなければ死刑を施されます。でも、本当に一番偉いでしょう

か。実際に天においても地においても一切の権能を授かっておられるのは、この

馬小屋でお生まれになった「ダビデの子」、主イエス様です。預言者イザヤは次

のように書きました。「ひとりのみどりごがわたしたちのために生まれた。ひと

りの男の子がわたしたちに与えられた。権威が彼の肩にある。その名は、「驚く

べき指導者、力ある神／永遠の父、平和の君」と唱えられる。ダビデの王座とそ

の王国に権威は増し／平和は絶えることがない。王国は正義と恵みの業によって

／今もそしてとこしえに、立てられ支えられる。」ベツレヘムの赤ちゃんのこと

ですよ！聖書の別の箇所は彼のことを「王の王、主の主」と呼んでいますね。	
	 大統領や総理大臣、天皇や総書記、昔の皇帝アウグストも今日の女王もいます

が、全能の神にして、救い主となってくださるイエス様こそ、私たちを救い、い

つまでも守ってくださる唯一の永遠の支配者です。	
	 さあ、心の中でベツレヘムに行って、拝もうではありませんか！	
	
	
一緒に祈りましょう！「憐れみと恵みの神様、ただいま、神様のひとり子私たち

の主イエス様が羊飼いから占星術の博士たちまで、誰にでもお会いできる姿でベ

ツレヘムの馬小屋でお生まれになってくださったことを確認しました。しかも、

この方こそがダビデの子、永遠のみ国の王でもいらっしゃいます。そして、私た

ちもそのみ国の民となるように招いてくださいます。私たちも感謝を込めて主イ

エス様を礼拝します。どうか、世界中に一人でも多くの人がイエス様の永久の王

でいらっしゃることを知り、ともにイエス様を礼拝する主の民となりますように。

イエス様の尊いお名前によってお祈りします。アーメン。	
	
・（けんきん）今日もとっておいて、教会で再びお会いするときにまとめてささ	
	 	 	 	 げましょう。	
	
・さんび	 さんびか 17番	 「そらにひびくかねは」（下を参照）	
	
・お祈り（黙祷をもって神様が救ってくださることを信じて、感謝しましょう。）	
	





	


